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「千葉教育」は千葉県総合教育センターの
Webサイトから閲覧・ダウンロードできます。

千葉県総合教育センター

特集
　○シリーズ　現代の教育事情
県教育庁教育振興部生涯学習課学校・家庭・地域連携室
県立九十九里高等学校　教諭 長井　敏彦
県立飯高特別支援学校　校長 渡辺　光治

編集部からのお知らせ
　令和７年度から年間発行回数を５回（現行は６回）とします。１号当たりのページ数を
増やし、読者の皆様に、最新の教育情報や本県の優れた教育実践、県総合教育センターの
取組等を発信する予定です。どうぞ、御期待ください。
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道　　標
　社会の急激な変化に伴い、学校を取り巻く課題は
益々複雑化、多様化しており、それらの課題の解決
にあたっては、学校だけの対応で解決することが難
しいことが多く、家庭や地域との連携・協働が不可
欠となっている。
　本県では、第３期千葉県教育振興基本計画「次世
代へ光り輝く『教育立県ちば』プラン」（令和２年
２月策定。令和２年度からの５か年計画）の11の施
策の中の一つに「家庭教育への支援と家庭・地域と
の連携・協働の推進」を掲げている。推進中の主な
取組としては、⑴家庭教育支援プログラムや家庭教
育支援チームなどを用いた家庭教育への支援、⑵学

校を核とした1000か所ミニ集会や地域学校協働本部、
コミュニティ・スクールの導入など、家庭・地域と
学校との協働による子供を育てる体制の構築、⑶関
係機関との連携強化やきめ細かい相談支援体制の構
築などによる、虐待などから子供を守る取組の充実・
強化などがあげられる。各学校においても、チーム
学校の機能を生かしながら、家庭や地域と連携・協
働した様々な取組を進めているところであろう。
　本号では、本県における学校・家庭・地域の連携
の現状を振り返るとともに、今後の連携の在り方を
展望したい。


